
第 86 号 議 案

令和8年度長崎県一般会計補正予算（ 第4号）

　令和8年度長崎県一般会計補正予算（ 第4号） は、次に定めるところによる。

　（ 歳入歳出予算の補正）

第1条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7, 750, 997千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ791, 489, 779千円とする。

2　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「 第1表

歳入歳出予算補正」 による。

　（ 繰越明許費）

第2条　地方自治法（ 昭和22年法律第67号） 第213条第1項の規定により、翌年度に繰り越して使用することが

できる経費は、「 第2表繰越明許費」 による。

　（ 債務負担行為の補正）

第3条　債務負担行為の追加は、「 第3表債務負担行為補正（ その1）」 による。

2　債務負担行為の変更は、「 第3表債務負担行為補正（ その2）」 による。

　（ 地方債の補正）

第4条　地方債の変更は、「 第4表地方債補正」 による。

　　　　　令和 8 年 9 月 7 日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県知事　　平　　田　　　　　研
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第2表　繰越明許費

款 項 事　　　　業　　　　名 金　　　　額

6 農林水産業費
千円

130, 000

3 農 地 費 130, 000

土 地 改 良 費 130, 000

8 土 木 費 28, 690, 796

1 土 木 管 理 費 60, 000

土 木 総 務 費 60, 000

2 道 路 橋 り ょ う 費 15, 031, 173

道 路 維 持 費 3, 998, 900

道 路 舗 装 費 765, 000

道 路 改 良 費 8, 933, 613

橋 り ょ う 費 1, 333, 660

3 河 川 海 岸 費 8, 765, 975

河 川 費 3, 540, 922

河 川 開 発 費 1, 306, 153

砂 防 費 3, 189, 800

海 岸 費 729, 100

4 港 湾 空 港 費 2, 885, 100

港 湾 費 2, 720, 100

空 港 費 165, 000

5 都 市 計 画 費 974, 445

都 市 改 造 費 883, 700

公 園 費 90, 745

6 住 宅 費 974, 103

住 宅 整 備 費 974, 103
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款 項 事　　　　業　　　　名 金　　　　額

11 災 害 復 旧 費
千円

330, 000

2 公共土木施設災害復旧費 330, 000

河 川 等 災 害 復 旧 費 330, 000

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 29, 150, 796
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第4表　地方債補正

起債の目的
補　　正　　前 補　　正　　後

限　度　額 起債の方法 利率 償還の方法 限　度　額 起債の方法 利率 償還の方法

庁舎等整備費
千円 千円

3, 588, 000 債券発行又

は普通貸借

（ 借入先）

財務省、地

方公共団体

金融機構、

銀行その他

（ 借入時期）

令和8年度。

ただし、工

事その他の

都合により、

その全部又

は一部を翌

年度に繰延

べ借入れす

ることがで

きる。

年利

5.0％

以内

（ た

だし、

利率

見直

し方

式で

借り

入れ

る資

金に

つい

て、

利率

の見

直し

を行

った

後に

おい

ては、

当該

見直

し後

の利

率）

借入時期か

ら30年以内

において元

利均等、元

金均等又は

満期一括な

どの償還の

方法による。

ただし、本

県財政の都

合により、

繰上償還を

なし、又は

償還年限を

短縮し、若

しくは借換

えをするこ

とができる。

3, 638, 000 補正前に同

じ。

補正

前に

同じ。

補正前に同

じ。
社会福祉施設整備事業費 128, 200 131, 300

農 地 費 2, 175, 000 2, 275, 000

道 路 改 良 費 15, 445, 700 15, 445, 700

高等学校施設整備費 659, 100 681, 100

特別支援学校施設整備費 19, 500 31, 500

青少年教育施設整備費 328, 800 358, 800

防災対策事業費 21, 356, 800 21, 583, 800

計 73, 495, 800 73, 939, 900
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